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３
月
11
日（
金
）、
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東

北
関
東
大
震
災
）が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
６
強
の
震
度
が
あ
り
、

直
ち
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
情
報
収
集
や
応
急
対

策
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
人
的
被
害
９
件（
重
傷
４
件
、

軽
傷
５
件
）の
ほ
か
、
道
路
や
建
物
な
ど

の
損
壊
、
塀
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
の
中
に
は
市
役

所
本
庁
舎
の
損
壊
も
含
ま
れ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
強
い
揺
れ
を
伴
う
多
数
の
余

震
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
も
引
き
続
き
、
市
や
報
道
機
関
か
ら

の
情
報
を
注
意
深
く
ご
覧
い
た
だ
き
、
落

ち
着
い
て
行
動
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
市
役
所
本
庁
舎
が
損
壊
を

受
け
た
た
め
、
市
役
所
の
次
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
、
市
役
所
南
別
館

２
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
市
民
課
窓
口（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
の
交
付
、
住
民
異
動
届
・

　

戸
籍
の
届
出
な
ど
）

・
税
務
課
窓
口（
税
の
証
明
書
の
交
付
、

　

軽
自
動
車
登
録
な
ど
）

　

※
市
民
税
係
・
資
産
税
係
の
業
務
を
除
く
。

・
収
税
課
窓
口（
市
税
等
の
納
付
相
談
、

　

収
納
な
ど
）

・
国
保
年
金
課
窓
口（
各
種
医
療
費
助
成

　

申
請
の
受
付
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

　

取
得
・
喪
失
届
の
受
付
な
ど
）

・
会
計
課
窓
口（
市
税
等
の
収
納
な
ど
）

　

な
お
、
各
支
所
・
出
張
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
業
務
に
な
り
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
、
現
在
、
ご
み
焼
却
施
設

（
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
）の

一
部
に
破
損
が
生
じ
た
た
め
、
一
時
的
に

使
用
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
修

繕
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
約
２
カ
月
間
と

長
引
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
は
緊
急
措
置
と
し
て
、

可
燃
ご
み
の
一
時
保
管
場
所
を
設
け
、
一

時
ス
ト
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

収
集
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

通
常
ど
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
計
画
停
電
な
ど
の
理
由
に
よ
り
収
集

回
数
を
変
更
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
ま
で
以
上
に
「
資
源
ご
み（
紙

類
）」と
「
可
燃
ご
み
」の
分
別
徹
底
を
図

り
、
可
燃
ご
み
の
排
出
抑
制（
ご
み
の
減

量
）に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
減
量
化

や
悪
臭
な
ど
衛
生
面
の
観
点
か
ら
も
、
十

分
な
水
き
り
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
田
原
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

東
京
電
力
は
、
地
震
に
伴
い
、
設
備
が

大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
電
力

を
十
分
に
供
給
で
き
な
い
た
め
、
計
画
的

に
電
力
の
供
給
を
停
止
す
る
「
計
画
停

電
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
し
ば
ら
く

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

当
市
は
第
１
グ
ル
ー
プ
、
第
５
グ
ル
ー

プ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

実
際
の
停
電
時
間
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
や
東
京
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

計
画
停
電
ご
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
１
２
０
‐
９
２
５
‐
４
３
３

　
　
　

 http://w
w
w
.tepco.co.jp/

　
　
　

 index-j.htm
l

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
不
要
な
照
明
や

電
気
機
器
の
ご
利
用
を
控
え
て
い
た
だ
く

な
ど
の
節
電
に
よ
り
、
計
画
停
電
の
期
間
、

時
間
が
短
縮
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

停
電
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層

の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
停
電
に
よ
り
水
道
も
出
に
く
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
節
水
と
水

の
貯
め
置
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

計
画
停
電
の
実
施
に
よ
り
、
街
灯
な
ど

が
消
灯
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
夕
方
か
ら

夜
間
に
か
け
て
の
外
出
を
控
え
、
必
要
が

あ
っ
て
外
出
す
る
場
合
に
は
、
女
性
・
子

ど
も
の
一
人
歩
き
は
し
な
い
な
ど
、
防
犯

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
停
電
時
間
帯
は
管
内
の
信
号
機

も
消
灯
し
ま
す
。
交
差
点
の
通
行
に
は
十

分
注
意
を
払
っ
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

主
要
交
差
点
で
は
、
警
察
官
に
よ
る
交
通

整
理
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
現
場
の
警
察

官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
北
関
東

大
震
災
）の
対
応

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
北
関
東

大
震
災
）の
対
応

防
犯
・
交
通
事
故
防
止
へ
の
お
願
い

市
の
窓
口
業
務

（３月22日現在）【 市内被災状況 】

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　分　類
人的被害
住宅
非住宅
塀
道路
橋
水道　排水地
下水道　浄化槽
土砂崩れ
地割れ
墓石

人数（件数）
　　　９
　７６８
　２７６
　６３３
　　１５
　　　５
　　　２
　　１４
　　　８
　　　４
　　多数

計
画
停
電

可
燃
ご
み
の
排
出


